
とちぎ男女共同参画推進情報誌 2016. 8
Ｖｏｌ．

パルティ

講座・イベント　れぽ～と 7
ち・い・き　Pick up! 11
相談ルームから 12
情報ライブラリーから(本の紹介) 13
平成28年度後期講座案内 14
インフォメーション 16

めざせカジダン・おススメレシピ 10
おすすめシネマ 13

…
2

特 集

Participacion（スペイン語）から引用された、
とちぎ男女共同参画センターの愛称です。

パルティとは？
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男女共同参画の理解促進
●「男女共同参画週間」での発信
●男性の家事・子育て・介護等への参画促進

ワーク･ライフ･バランスの推進
●仕事と家庭の両立支援講座
●保育サービス充実、介護を支える環境づくり
●女性の活躍推進企業の認定・表彰、
　経営者・管理者向け啓発

教育・学習の充実
●学校での男女共同参画の視点での教育
●家庭での男女共同参画を推進する研修
●パルティでの各種講座、出張セミナー
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とちまるくん承認第280116号

と ち ぎ 男女共同参画プランスタート！
四期計画

男女共同参画推進の環境づくり
男女が性別に関わりなく、それぞれの個性と能力を十分に生かし、共に責任を果たして
いく「男女共同参画社会」を実現するため、下記に取り組みます。

基本目標Ⅰ

誰もが共に輝く「男女共同参画社会」の実現のために、県の施策の計画（四期、
平成28～32年度）がスタートしました。今、どんな課題があり、解決のために
県がどのような取り組みをしていくのか、主な事業を紹介します。

     人口減少 少子高齢化 雇用の不安定非正規労働者増ひとりぐらし・
ひとり親世帯増 

管理職女性が少ない 
（管理職に占める女性割合） 

13.3%  H24 

長時間労働
残業・休日出勤が多い

 
 

年間 186 時間  H26  

（全国平均 154 時間） 

男性の育休利用が少ない
 男性、育休利用割合 

0.8％ （女性：95.5%）
H26

女性が出産で仕事を
辞めてしまう  
30代女性の労働力率が低
下。女性の労働力率グラフ
は 「M字カーブ」

貧困の拡がり 
働く女性の非正規雇用者
増加。 

56.4%  H26

 

DV相談件数の増加 
県内相談機関への相談件数 

2,075件 H26 

警察での DV 認知件数 
904件 H26 

計画策定の背景・社会情勢と女性を取り巻く状況どんな課題が
あるまる？

多くの人が集う「男女共同参画社会
を考える県民のつどい」

夫婦で産後ケアを学ぶ「イクメン応
援講座」

経営者・管理職向けに女性活躍を考
える講座「トップセミナー」

学生が共働き家庭で「子育てイン
ターンシップ」

どんな取組を
するまる？



女性等に対するあらゆる暴力の根絶
●配偶者暴力相談支援センター・
　性暴力被害者サポートセンター（とちエール）
　でのDV・性暴力被害者の相談・支援
●パープルリボン運動、暴力防止講演会
●若者や教職員対象デートDV防止講座

生涯にわたる健康づくりの推進
●ピンクリボン運動、健康講座・相談、
　不妊相談、性感染症予防啓発

困難等を抱える女性等への支援
●貧困女性やひとり親家庭への支援、
　その子どもたちの学習・教育費支援
●セクシュアルマイノリティへの偏見防止

地域・社会における男女共同参画推進
●審議会等 政策・方針決定過程への女性登用、
　女性リーダー養成
●女性の再就職や起業などのチャレンジを支援
●自治会、防災など地域での男女共同参画

働く場における女性の活躍推進
●男女雇用機会均等法の定着促進
●女性活躍推進企業の認定・表彰、
　女性活躍推進に取り組む中小企業支援
●男女とも働きやすい職場づくり、
　セクハラ・マタハラ防止啓発
●農林業、自営商工業での女性活躍推進
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男女の人権の尊重と暴力の根絶
男女とも性別により差別されず、個人としての人権が尊重されるよう、女性等に対するあらゆる暴力の
根絶や、生涯を通じた健康支援、困難等を抱える女性等への支援に取り組みます。

あらゆる分野における男女共同参画の促進
男性にとっても、女性にとっても、暮らしやすい社会を実現するため、地域・社会や職場における男女共同
参画の推進と、女性が能力を発揮しやすい職場環境の整備に取り組み、女性のチャレンジを応援します。

基本目標Ⅲ

基本目標Ⅱ

パルティ相談ルーム、
とちエールのパンフレット

地域の女性リーダーを養成
「とちぎウーマン応援塾」

デートDV防止セミナー
「対等な関係ってなんだろう？」
真剣に聴く学生たち

「更衣室はどこに設置？」
避難所運営ワークショップ

乳がん予防「ピンクリボン
運動」にて、願いをこめて
ツリーにリボンを結ぶ様子

女性管理職を育成する
「キャリア・マネジメント講座」

LGBTについて学ぶ
「男女共同参画県民講座」

工事現場で活躍する建設業の女性
技術者「とちけん小町」

プラン冊子は、県ホームページでご覧になれます！　　http://www.pref.tochigi.lg.jp/c07/life/jyosei/danjyokyoudou/danjokyoudou-plan.html



8/26
①公開講座

7/29

1～2月

②トップ
セミナー

（経営者等対象）

6/17～6～11月
⑥女性の

キャリアアップ
支援講座

7/9～

12月

⑧男女共同
参画地域活動
推進講座

7/9～
⑩とちぎウーマン

応援塾

⑨とちぎ女性
地域交流会
＠県北・県南

⑦女性活躍
ネットワーク事業
＠真岡・佐野・宇都宮

⑦女性活躍
ネットワーク事業
＠真岡・佐野・宇都宮

③働き方見直し
アドバイザー
養成講座

④仕事と介護の
両立応援講座
＠県北・県南

とちぎ女性チャレンジ
応援事業

企業の女性活躍・
働き方改革推進

仕事と介護の
両立支援

女性の就業・
起業支援女性のキャリア

アップ支援

様々な分野の
女性の活躍を支援

TOCHIGI
で輝く☆
働くウーマン
プロジェクト
2016

「希望のもてる未来へ
　～男女共同参画による地域づくり」
講師
片山善博さん

「働き方改革
　～女性の活躍が
　　とちぎ創生の鍵」
講師
樋口美雄さん

働き方改革を
進める専門家養成

介護離職に
企業はどう備える？

女性の管理職養成
働く女性のネットワークづくり、
ロールモデルとの出会い

地域課題解決策や
防災などを学びます。

地域活動に
踏み出すきっかけに！

地域の女性リーダーを
養成！

  

キャリアカウンセラーに
よる就職相談

毎週水曜　9：00～16：00（電話・面談）
再就職への不安や、適職診断など、就労
への悩みを抱えた女性を対象に、相談を
お受けしています。
電話　028-665-8724

⑤とちぎ
女性就労
支援事業

就　労　支　援 起　業　支　援（ノウハウからチャレンジの場を提供）

New

New

New

New

NewNew プチ起業支援講座 チャレンジショップ
9月～11月
カフェ、物販、サービス業の開業に
向けてのノウハウを学びます。
先輩起業家との交流会も。

パルティ１階のスペースで、
３ヶ月の開業を実践！
７月からカフェや物販のチャレンジ
ショップが始まってます。

とちぎ女性活躍応援団キックオフ大会
～ オール栃木で未来を変える ～ ＜9月14日＞

　9月14日の「とちぎ女性活躍応援団」設立に合わ
せて、女性の活躍推進や働きやすい職場づくりに率
先して取り組むことの重要性を、企業、団体、行政
等の経営者及び管理職をはじめ、全員で考えるイベ
ントを開催します。

基調講演

　　　　　　

パネルディスカッション
コーディネーター　 
工藤　敬子　さん（（有）フェードイン代表／ワークライフバランスコンサルタント） 
パネラー　　　　　 
○中野　円佳　さん（女性活用ジャーナリスト／研究者（ChangeWAVE）） 

○伊藤　　綾　さん（（株）リクルートホールディングス　ソーシャルエンタープライズ推進室） 

○田村　篤史　さん（シーデーピージャパン（株）代表取締役社長） 

P6で
詳しく紹介

男女生き活き企業（仮称）認定・表彰事業

県では、女性活躍推進に向けて、企業等の段階
的な取組をサポートするため、認定・表彰制度
の創設を予定しています。
＜イメージ＞
Step1：とちぎ女性活躍応援団への登録　⇒

Step2：女性活躍や働きやすい職場づくりを宣言⇒

Step3：宣言項目を実践できている企業等を認定⇒

Step4：認定企業の中から、特色のある取組を行う
　　　　企業等を表彰

認定・
表彰

とちぎ女性活躍
応援団事業

⑤とちぎ女性就労支援事業

New

とちぎ女性活躍応援団の設立

　県では、官民協働で、働き方改革や女性の活躍を様々な角度から支援する「とちぎ女性
活躍応援団」を9月14日に設立します。
　応援団に登録いただくと、企業等の名称や取組等を専用サイトに掲載したり、メルマガ
による情報提供を行うほか、応援団の登録証とミニのぼり旗を贈呈します。
　県内に所在する企業・団体であれば登録できますので、是非、応援団に参加いただき、
一緒に働き方改革や女性活躍に取り組んでいきましょう！

　●7月15日から会員の登録（仮登録）を始めていますので、ご連絡お待ちしています。
　　申込み・問合せ先：県人権・青少年男女参画課　とちぎ女性活躍応援団事務局
　　　　　　　　　　　TEL：028-623-3074

NPO法人　コジカラ・ニッポン代表
NPO法人　ファザーリング・ジャパン理事　

　　川島　高之　さん

女性活用ジャーナリスト／
研究者（ChangeWAVE）
中野　円佳　さん

P6で
詳しく紹介

4
特
集　

と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
「
四
期
計
画
」
ス
タ
ー
ト
！

「とちぎ女性活躍推進プ ロジェクト」を pick up!
女性の活躍がTOCHIGIをもっと元気にする！　女性をはじめ、誰　もが自らの希望に応じた形で職業生活と家庭生活の両立ができる、

 働きやすい職場を増やしていくために、企業や団体等と連　携しながら、とちぎの女性を応援する各種取組を実施します。

プランの中から
紹介するまる！
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P4「とちぎ女性チャレンジ応援事業」からpick up!

7〜10月

パルティチャレンジショップ　7月にオープン！

とちぎウーマン応援塾

　
と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同

参
画
の
促
進
を
図
る
た
め
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
女
性
活
躍
推
進

の
一
環
と
し
て
、
商
品
等
の
販
売
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
カ
フ
ェ
・
レ
ス
ト
ラ
ン

経
営
な
ど
の
起
業
を
考
え
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
女
性
の
た
め
に
、
実
践
を
学
ぶ
場
と

起
業
に
必
要
な
情
報
等
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
「
自
分
の
店
を
持
っ
て
商
売
を
し

て
み
た
い
」
と
い
う
夢
を
持
っ
て
い
る
方
の
起
業
に
向
け
た
支
援
を
行
う
た
め
、

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
７
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
３
月

31
日
ま
で
、
現
在
の
レ
ス
ト
ラ
ン
ス
ペ
ー
ス

を
２
分
割
し
１
期
を
３
ヶ
月
間
と
し
て
、
起

業
を
目
指
す
５
人
の
女
性
が
特
色
の
あ
る

様
々
な
シ
ョ
ッ
プ
を
順
次
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。

　
ま
た
、
第
３
期
の
飲
食
店
可
能
な
空
き
ス

ペ
ー
ス
再
募
集
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後
日

H
P
に
掲
載
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
目
指
す
女
性
を
支
援
し
、

県
や
市
町
の
議
会
・
各
種
審
議
会
や
地
域
活
動
等
に

参
画
す
る
女
性
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
と
ち
ぎ
ウ
ー
マ
ン
応
援
塾
」
が
７
月
９
日
に
開
講

し
ま
し
た
。

　
本
講
座
で
は
、
地
域
に
お
け
る
意
思
決
定
の
場
で

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
必
要
な
知
識
や
技
法
、
統
計

デ
ー
タ
の
読
み
解
き
方
や
活
用
法
等
を
、
全
６
回
に

わ
た
り
講
義
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し
て
学
ん
で

い
き
ま
す
。

　

第
１
回
目
は
「
男
女
共
同
参
画
地
域
活
動
推
進

講
座
」
と
合
同
で
実
施
し
、
と
ち
ぎ
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
の
善
林
所
長
に
よ
る
「
県
の
男
女
共
同

参
画
推
進
施
策
に
つ
い
て
」
の
講
義
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
少
子
高
齢
化
社
会
の
実
態
を
ふ
ま
え
、
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
や
多
様
性
の
尊
重
な
ど
、

県
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
推
進
の
重
要
性
を
学
び

ま
し
た
。

　
宇
都
宮
大
学
の
陣
内
教
授
に
よ
る
「
協
働
」
の
講

義
で
は
、
各
地
域
で
協
働
を
実
践
す
る
女
性
た
ち
の

成
功
事
例
か
ら
、
私
た
ち
住
民
が
地
域
の
問
題
を
自

分
た
ち
の
も
の
と
し
て
と
ら
え
、
自
分
た
ち
に
出
来

る
こ
と
を
考
え
率
先
し
て
動
い
て
い
く
こ
と
が
、
ま

ち
づ
く
り
に
と
っ
て
大
切
で
あ
る
と
学
び
ま
し
た
。

　

福
田
富
一
知
事
か
ら
も
、
ご
自
身
の
実
体
験
を

交
え
な
が
ら
の
お
話
と
、
受
講
生
に
向
け
た
激
励

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
受
講
生
か
ら

は
、
「
男
女
共
同
参
画
推
進
に
向
け
て
の
意
欲
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
た
。
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

 

野村　房子

第１期　H28.7.1～H28.9.30
夏から秋の装い
アンティーク工房

着物、古布等からのリメイク服や
小物等の販売

田村　めぐみ

MARUTA　cafe

栃木県産の丸太に囲まれたRELAX
空間で、地場の旬の食材を使った
自家製シロップと発酵食品。身も
心も健康になる自然派カフェ

森岡　道子

第2期　H28.10.1～H28.12.28
木育エコ雑貨
=morisama=

大類　智枝

木育カフェ
HONTEN

木育を通して木材の利用促進に取
り組んでいる「えがおをつなぐと
ちぎ木育の会」が運営する、
コミュニティカフェレストラン

エコ雑貨・手作り品の販売
リラクゼーションアロマ
体に優しいネイルを使用しての
ネイルサロン

小田切　美奈子

第3期　H29.1.4～H29.3.31

プチプラアップサイクル
レース＆リボン

古着リメイク体験/作品販売

再募集予定
飲食店出店可能なスペースです。
詳細は後日、HPに掲載しますので、
ご覧ください。

▲陣内教授による講義▲知事講話

▲MARUTA cafe
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講座・イベントれぽ～と ２月～７月の間に行われた
イベントや講座の報告です

６月

2〜3月

　

少
子
化
・
人
口
減
少
が
進
行
す
る

中
、
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て

い
る
女
性
た
ち
は
、
現
状
で
は
重
い

「
家
庭
責
任
」
と
、
「
男
性
正
社
員

並
の
就
労
」
の
両
立
を
求
め
ら
れ
て

し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
の
危
機
感

か
ら
、
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

「
日
本
人
女
性
は
仕
事
に
家
事
に
育
児
に･･･
と
忙
し
く
、
い

わ
ば
『
時
間
貧
困
』
の
状
態
。
全
て
の
女
性
が
輝
く
社
会
は
、
ま

る
で
全
て
の
女
性
が
ギ
ス
ギ
ス
し
て
ギ
ラ
つ
く
無
頼
化
社
会
」

と
、
持
ち
味
の
辛
口
な
言
葉
が
飛
び
出
し
ま
し
た
。
一
方
、
男
性

は
、
「
人
間
関
係
が
乏
し
い
『
関
係
貧
困
』
の
状
態
で
、
働
く
世

代
の
男
性
が
平
日
昼
間
に
地
域
に
い
る
と
不
審
者
扱
い
さ
れ
る
」

と
、
実
例
も
交
え
て
説
明
。
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
女
性

を
企
業
の
メ
ン
バ
ー
に
加
え
る
と
同
時
に
、
男
性
を
地
域
社
会
の

メ
ン
バ
ー
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
男
女
問
わ
ず
働
き
方
・
暮

ら
し
方
の
総
合
的
な
見
直
し
が
必
要
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
様
々
な
デ
ー
タ
か
ら
「
政
策
と
生
活
の
ず
れ
」
に
鋭
く
切
り
込

み
つ
つ
、
C
M
や
流
行
語
も
題
材
と
し
た
内
容
は
と
て
も
わ
か
り

や
す
く
、
充
実
し
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
も
、
現

在
の
男
女
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
が
よ
く
わ
か
っ
た
、
と
の
声
が

多
数
あ
り
ま
し
た
。

　
６
月
23
日
〜
29
日
は「
男
女
共
同
参
画
週
間
」で
す
。
栃
木
県
で
も
、
毎
年「
男
女

共
同
参
画
社
会
を
考
え
る　
と
ち
ぎ
県
民
の
つ
ど
い
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
６
月
25
日（
土
）に
開
催
し
、
午
前
は
活
動
団
体
の
事
例
発
表
、
午
後
は
式

典
と
講
演
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

講
演
「
こ
こ
が
変
だ
よ
、
男
女
共
同
参
画　
～
政
策
と
生
活
の
ず
れ
を
検
証
す
る
～
」

講
師　
詩
人
・
社
会
学
者　
國
學
院
大
學
経
済
学
部
教
授　
　

水み

無な
し

田た　
気き

流り
う

さ
ん

　

初
め
に
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
で
簡
単
な
ゲ
ー
ム
を
行
い
、

参
加
者
同
士
交
流
を
深
め
た
後
、
講
師
の
お
話
を
聞
き
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
は
人
そ
れ
ぞ
れ
の
あ

り
方
が
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で

は
、
地
域
で
男
女
共
同
参
画
を
進
め
る
活
動
を
す
る
上
で

の
悩
み
や
課
題
を
挙
げ
、
互
い
に
解

決
方
法
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
市
町

の
職
員
も
交
え
て
、
議
論
は
と
て
も

活
発
に
展
開
さ
れ
、
参
加
者
は
男
女

共
同
参
画
に
関
す
る
意
識
啓
発
の
推

進
の
方
法
な
ど
、
今
後
の
活
動
の
ヒ

ン
ト
を
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
等
の
災
害
の
経
験
か
ら
、
性
別
や
立
場

に
よ
っ
て
被
災
時
の
困
難
に
違
い
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、

防
災
や
復
興
の
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
地
域
で
男
女
共
同

参
画
を
推
進
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
参
加
者
同
士
が
積
極
的
に

意
見
を
交
わ
す
場
面
が
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
最
後
に
は
「
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

宣
言
」
と
し
て
、
地
域
や
家
庭
に
お
い
て

自
分
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
、
実
は
身

近
な
と
こ
ろ
で
で
き
る
災
害
へ
の
備
え
が

あ
る
と
の
気
づ
き
が
あ
っ
た
研
修
会
と
な

り
ま
し
た
。

〇「
男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
の
防
災
」

（
２
月
26
日　
佐
野
市
）

　
　
講
師
：
N
P
O
法
人
全
国
女
性
会
館
協
議
会　

事
務
局
長　

坂
田　
静
香　
さ
ん

〇「
地
域
で
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」

（
３
月
１
日　
那
須
塩
原
市
）

　
　
講
師
：
ス
マ
イ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

代
表　

小
林　
里
江　
さ
ん

男
女
共
同
参
画
推
進
員
研
修
会

男
女
共
同
参
画
社
会
を
考
え
る

　
と
ち
ぎ
県
民
の
つ
ど
い

▲�とちぎつばさの会

と
ち
ぎ
つ
ば
さ
の
会

　
「
ド
イ
ツ
女
性
の
生
き
方
を
探
る
旅
」
と
題
し
て

ド
イ
ツ
研
修
の
報
告
。
先
進
国
の
女
性
の
生
き
方
に

つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
、
興
味
深
か
っ
た
、
と
参

加
者
の
声
。

と
ち
ぎ
性
暴
力
被
害
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
愛
称
　
と
ち
エ
ー
ル
）　

　
性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者
支
援
の
相
談
窓
口
と
し

て
関
係
し
た
事
例
紹
介
と
活
動
状
況
の
報
告
。
わ
か

り
や
す
い
説
明
で
、
被
害
者
支
援
の
難
し
さ
が
よ
く

わ
か
っ
た
。

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ウ
イ
メ
ン
ズ
ハ
ウ
ス
と
ち
ぎ　

　

製
作
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
私
の

い
の
ち
は
わ
た
し
の
も
の
」

を
上
映
。
売
春
防
止
法
が
で

き
て
60
年
、
あ
ら
た
め
て
女

性
の
性
と
人
権
を
考
え
る
場

と
な
っ
た
。

〈
午
前
の
部
　
活
動
団
体
の
事
例
発
表
〉
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I'm 社会をカエルちゃん

5〜6月

　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
い
え
ば
ム
ー
ミ
ン
や

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
有
名
で
す
が
、
福
祉

国
家
と
し
て
も
豊
か
な
社
会
を
実
現
し
、

世
界
の
様
々
な
ラ
ン
キ
ン
グ
で
ト
ッ
プ
に

入
る
国
で
す
。
そ
の
国
民
性
は
誠
実
で
恥

ず
か
し
が
り
屋
、
物
静
か
で
真
面
目
と
、

ど
こ
か
日
本
人
と
共
通
す
る
部
分
が
あ
る

と
話
す
シ
ル
ッ
ク
さ
ん
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

で
は
男
女
だ
け
で
な
く
、
親
子
間
や
職
場

で
の
上
司
と
部
下
に
お
い
て
も
平
等
で
あ

り
、
一
人
一
人
が
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
子
ど
も
の
頃

か
ら
会
話
を
通
し
、
＂考
え
る＂
習
慣
を
身

に
つ
け
て
い
く
の
だ
そ
う
で
す
。

　
両
国
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
精
通
さ
れ

る
シ
ル
ッ
ク
さ
ん
か
ら
は
、「
自
分
ら
し
い

人
生
を
楽
し
む
に
は
自
分
自
身
を
知
る
こ

と
」「
今
の
生
き
方
は
、
本
当
に
自
分
が
し

た
い
生
き
方
か
。
ど
う
い
う
風
に
生
き
た

い
の
か
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
」
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
受
講
者
か
ら
は
、

「
平
等
の
一
つ
の
形

を
教
え
て
も
ら
っ

た
」「
も
っ
と
自
分

の
時
間
や
考
え
を
大

切
に
し
て
い
こ
う
と

思
っ
た
」
と
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　
２
０
１
５
年
に
渋
谷
区
で
日
本
の
行
政
初

の
、
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
証
明
書
を

取
得
さ
れ
た
東
さ
ん
。
現
在
、
同
性
パ
ー
ト

ナ
ー
と
暮
ら
し
て
い
ま
す
が
、
婚
姻
届
が

受
理
さ
れ
な
い
た
め
、
異
性
の
カ
ッ
プ
ル

で
は
当
た
り
前
の
法
的
保
障
が
無
く
、
困

難
を
感
じ
る
こ
と
が
多
い
そ
う
で
す
。

　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ（
※
１
）な
ど
の
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ（
※
２
）は
、
実
は
と

て
も
身
近
な
存
在
で
す
が
、
当
事
者
は
自
ら

言
い
出
し
に
く
い
た
め
、
あ
ま
り
存
在
が
知

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
も
し
、
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ

ト
を
受
け
た
時
に
は
、
ま
ず
は
「
話
し
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
本
人
の
打
ち
明
け
た

勇
気
を
受
け
止
め
て
欲
し
い
と
提
案
が
あ
り

ま
し
た
。「
人
は
皆
違
っ
て
い
い
」
と
理
解

し
、
多
様
性
を
認
め
合
え
る
社
会
は
、
誰
も

が
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
社
会
だ
と
の
想

い
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
受
講
者
か
ら
は
、「
自
分
の
気
持
ち
に
素

直
に
向
き
合
い
、
貫
く
強
さ
に
共
感
で
き

た
」「
前
向
き
な
東
さ
ん
に
勇
気
を
も
ら
い
ま

し
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
※
１
）Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
：
Ｌ
＝
レ
ズ
ビ

ア
ン（
女
性
同
性
愛
者
）、
Ｇ
＝
ゲ

イ（
男
性
同
性
愛
者
）、
Ｂ
＝
バ
イ

セ
ク
シ
ュ
ア
ル（
両
性
愛
者
）
、

Ｔ
＝
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー（
か

ら
だ
の
性
と
こ
こ
ろ
の
性
の
不
一

致
）の
頭
文
字
を
と
っ
た
言
葉
。 

参
考
資
料
：
内
閣
府
「
性
的
少
数

者
の
現
状
と
支
援
を
学
ぶ
」
よ
り

（
※
２
）セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
：
性
同
一
性
障
害
や
、
先

天
的
に
身
体
上
の
性
別
が
不
明
瞭

で
あ
る
人
な
ど
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
含

む
性
的
少
数
者
の
総
称
。

　
難
民
高
校
生
だ
っ
た
仁
藤
さ
ん
の
「
居

場
所
が
な
い
、
自
分
と
同
じ
境
遇
の
子
を

支
え
た
い
」
「
今
か
ら
変
わ
れ
ば
過
去
も

変
わ
る
」
と
い
う
気
持
ち
か
ら
始
ま
っ
た

支
援
活
動
の
実
態
を
、
ス
ト
レ
ー
ト
な
表

現
で
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
家
庭
や
学
校
で
孤
立
し
安
心
し
て
過
ご

す
こ
と
の
で
き
な
い
小
・
中
・
高
生
が
、

大
人
の
目
に
触
れ
に
く
い
S
N
S
や
J
K 

ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
を
通
し
て
、
性
被
害
や
性

犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

に
は
誰
に
で
も
陥
る
可
能
性
が
あ
り
、
都

会
だ
け
で
な
く
栃
木
で
も
起
き
て
い
る
課

題
で
す
。 

　
彼
女
た
ち
が
当
た
り
前
の
日
常
を
送
る

た
め
に
は
何
が
で
き
る
か
？
信
頼
で
き
る

大
人
と
は
ど
の
様
な
存
在
な
の
か
？
困
難

を
抱
え
た
若
年
者
に
寄
り
添
う
姿
勢
に
つ

い
て
、
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
講
演
と
な

り
ま
し
た
。 

　
受
講
者
か
ら
は
、
「
報
道
さ
れ
て
い
る

の
は
ほ
ん
の
一
部
で
あ
り
、
日
本
は
い
か

に
女
子
（
若
年
女
性
）
が
大
人
の
性
の
対

象
と
し
て
被
害
に
あ
っ

て
い
る
か
が
分
か
り
、

衝
撃
的
で
し
た
」
「
何

が
出
来
る
か
を
考
え

て
、
大
人
と
し
て
の
責

任
を
自
分
の
子
に
も
話

し
て
い
き
た
い
」
と

い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

男女共同参画セミナー　県民講座

「フィンランドから学ぶ豊かさと平等　～自分らしいライフスタイル～」
講師：東京農工大学特任准教授、文化人タレント　坂根　シルック　さん

「ＬＧＢＴについて知ろう　〜誰もがありのままの自分で生きることができる社会へ〜」
講師：元タカラジェンヌ、ＬＧＢＴアクティビスト　東　小雪　さん

「すべての女性が「衣食住」に困らず、孤立しない社会へ　〜可能性を信じて〜」
講師：一般社団法人Colabo代表　仁藤　夢乃　さん
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講
座
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ン
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と 7月

6〜7月

▲�「夢を実現するには、どんな仕事に就
く？」学生を導く堀江講師

▲�夫婦で産後ケアエクササイズ

▲�子育てインターンシップ

▲�真剣に講師の話に耳を傾ける受講者

▲最終報告会

▲「明日からできるアクション」宣言

イクメン応援講座（全２回）
１回目講師：NPO法人マドレボニータ認定　産後セルフケアインストラクター　吉田　紫磨子　さん
２回目講師：東レ経営研究所　ダイバーシティ＆ワークライフバランス推進部　シニアコンサルタント　塚越　学　さん

ワーク＆ライフ デザイン講座（全4回と子育てインターンシップ）
講師：スリール㈱　代表　堀江　敦子　さん

　
夫
婦
で
共
に
子
育
て
を
担
う
重
要
性
と
、
仕

事
と
子
育
て
を
両
立
す
る
た
め
の
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
パ
ー
ト
ナ
ー
と
一
緒
に

学
び
、
考
え
る
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
第
１
回
目
は
、
「
夫
婦
で
学
ぶ
産
後
ケ
ア
」

を
テ
ー
マ
に
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
や
、
妻
の
出
産
前
後
の
心
身
の
変
化

を
理
解
し
、
夫
婦
で
考
え
語
り
合
う
こ
と
に
よ

り
、
よ
り
よ
い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
築
き
、

産
後
ク
ラ
イ
シ
ス
を
乗
り
切
る
方
法
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。
産
後
は
夫
婦
と
も
に
子
ど
も
に

意
識
が
向
い
て
し
ま
い
、
夫
婦
の
会
話
が
少
な

く
な
り
が
ち
。
そ
ん
な
時
こ
そ
夫
婦
で
し
っ
か

り
向
き
合
う
時
間
を
設
け
、
お
互
い
の
考
え
を

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
し
、
心
の
中
の
モ
ヤ
モ
ヤ
を
吐

き
だ
す
こ
と
が
大
切
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
回
目
は
、
「
パ
パ
の
働
き
方
革
命
～

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
実
践
」
を
テ
ー

マ
に
、
仕
事
か
家
庭
か
で
は
な
く
、
仕
事
も
家

庭
も
大
切
に
し
、
子
供
と
パ
ー
ト
ナ
ー
と
一
緒

に
成
長
し
て
い
け
る
「
育
キ
ャ
リ
」
と
い
う
新

し
い
働
き
方
や
、
育
キ
ャ
リ
を
実
現
に
導
く
た

め
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
践
術

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ク
メ
ン
推

進
の
た
め
に
県
で
Ｃ
Ｍ
を
作
成
。
参
加
し
て
い

た
だ
い
た
パ
パ
達
に
「
明
日
か
ら
で
き
る
ア
ク

シ
ョ
ン
」
宣
言
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
ち

ら
の
Ｃ
Ｍ
は
８
月
21
日
よ
り
、
と
ち
ぎ
テ
レ

ビ
、
Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ｙ
に
て
放
送
中
で

す
。
詳
し
く
は
パ
ル
テ
ィ
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　

宇
都
宮
文
星
短
期
大
学
の
１
年
生
を
対
象

に
、
将
来
の
仕
事
や
生
き
方
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

講
座
（
４
回
の
授
業
と
子
育
て
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
１
回
目
の
授
業
で
は
、
「
な
り
た
い
姿
を
描

く
」
ワ
ー
ク
。
将
来
の
仕
事
、
趣
味
、
住
ま

い
、
家
庭
に
つ
い
て
想
像
し
、
絵
で
表
現
し
ま

す
が
、
分
か
ら
な
い
部
分
だ
ら
け
。
具
体
的
に

イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
部
分
を
掘
り
起
こ
し
、
大

人
へ
の
質
問
に
変
換
し
ま
し
た
。

　
２
回
目
の
授
業
で
は
、
卒
業
生
２
名
の
体
験

談
を
聴
き
、
質
問
す
る
こ
と
で
取
材
の
練
習
を

し
ま
し
た
。
ま
た
、
お
子
さ
ん
と
の
接
し
方
や

家
庭
訪
問
の
礼
儀
な
ど
を
学
び
、
子
育
て
イ
ン

タ
ー
ン
に
備
え
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
実
習
で
す
。
学
生
２
人
組
に
な

り
、
ま
ず
は
職
場
訪
問
。
効
率
的
に
働
く
様
子

を
拝
見
。
保
育
園
の
お
迎
え
に
同
行
し
、
家
庭

で
は
お
子
さ
ん
の
遊
び
相
手
や
、
夕
食
づ
く
り

を
手
伝
い
ま
し
た
。
夕
食
後
は
、
夫
婦
の
協
力

体
制
や
、
お
子
さ
ん
が
病
気
の
時
の
対
応
、
子

育
て
の
大
変
さ
や
喜
び
、
働
き
方
な
ど
に
つ
い

て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

　
３
回
目
の
授
業
で
は
、
子
育
て
イ
ン
タ
ー
ン

で
得
た
気
づ
き
を
シ
ェ
ア
し
、
同
年
代
の
学
生

に
向
け
て
冊
子
の
誌
面
を
作
成
。

　
最
終
回
で
は
、
も
う
一
度
、
自
身
の
キ
ャ
リ

ア
＆
ラ
イ
フ
を
デ
ザ
イ
ン
し
直
し
「
わ
た
し

の
未
来
」
を
宣
言
。
様
々
な
体
験
を
通
し
て
変

わ
っ
て
き
た
未
来
像
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
学
生
が
講
座
と
実
習
の
内
容
を
ま
と
め
た
小

冊
子
は
年
末
発
行
予
定
で
す
。
お
楽
し
み
に
！
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7月

7月 5月

6月

女性と子どものための護身術～WEN−DO～
講師：リアライズYOKOHAMA 代表　橋本　明子

女性のためのこころのケア講座（全12回）
講師：認定NPO法人ウイメンズハウスとちぎ
　　　カウンセラー　藤平　裕子

ポジティブ・ディシプリン講座
〜がんばりすぎない前向きな子育て〜(全2回)
講師：ママリングス代表　看護師　落合　香代子

マドレボニータの
「産後の心と体のセルフケア」講座（全2回）
講師：NPO法人マドレボニータ　
　　　産後セルフケアインストラクター　佐藤　直子

●作り方 ①大きめの鍋でお湯を沸かす。沸かしている間にポリ袋にお米を入れて洗い、水を切る
 　（※飲料水の不足時は洗わなくてもよい！また、計量カップのかわりに湯呑などを使用してもＯＫ！）
 ②①のポリ袋に水（同じくカップ１杯）を入れ、袋の空気を出して口をしっかり縛る。
 　安全のため、もう一枚のポリ袋に入れて口を縛るとよい。
 ③沸騰したお湯に入れ、蓋をしないで２５分～３０分茹でる。
　 ※鍋肌にポリ袋が触れて溶けないように多めのお湯で茹でること

●材料≪約2人分≫
・米１カップ　水１カップ（約２人分）・茹でるための水
・料理用ポリ袋（２枚）※厚めでマチがないタイプがオススメ★

めざせカジ
ダン！

おススメレ
シピ

防災編

緊急時に！ポリ袋炊飯
災害時の電気炊飯器が使用できない・飲料水が充分に
ない、などの状況の中で炊飯する方法を紹介します！

ぐる～ぷ・いろりの会
毎月第2土曜日に
パルティ調理実習
室で活動中！

○�水を２カップに増やせばおかゆに。
離乳食や介護食に便利です。

○�空いているスペースでレトルトカレー等を一緒
に温める。

○�じゃがいもや卵を一緒に茹でれば同時にポテ
トサラダを作ることも。（塩と酢だけの味付け
もＯＫ！）

○�袋を食器代わりにしながら
ご飯を食べられる！

○�袋のまま握ればおにぎりになり、残った
ご飯は袋のまま保存！

○�ひとり分ずつ炊飯すれば、そのまま配
ることができる！

アレンジ メリット

★皿にラップをのせれば洗わなくてＯＫ！
（講師：料理研究家　臼居芳美さん）

DVなどの暴力によるこころの傷つきの回復のため
に、暴力の形態やトラウマの対処法、自尊心などに
ついて考えました。毎回、終了時にはこころを癒す
アートワーク（写真右：魔法の種、左：こころの傷
の手当）を行いました。

女性・子どもの体力で、相手を攻撃するのではなく
危険から身を守り、その状況から「逃げ切る」方法
と、他者との適切な距離感や未然に暴力から身を護
るという考え方について学びました。（写真：逃げる
ための反撃法の１つ、ハンマーパンチの練習）
※WEN−DOとは　
WEN=WOMEN（女性）DO=道（柔道・合気道などの道）という意
味の女性のための護身術。

バランスボールを使ったエクササイズや、脳を活性
化させるワーク、自宅でできるセルフケア等につい
て学ぶことで、心も体も元気になれる講座となりま
した。

イライラしたり、落ち込んだり、悩んだり…。毎日
がんばるママの子育てストレスを軽くし、楽な気持
ちで子育てに向かう方法や、子どもとの信頼関係を
築くことの大切さなどを様々なワークを通して学び
ました。
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い
き
Ｐ
ｉ
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ｋ　
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ｐ
！

　
ウ
ィ
ズ
マ
ミ
ー
代
表
の
大
場
香
織
さ
ん
は
、
長
男
出
産
後
に
子
育
て
と
仕
事

の
両
立
を
め
ざ
し
「
在
宅
ワ
ー
ク
」
と
い
う
働
き
方
を
選
択
し
ま
し
た
。
し
か

し
仕
事
が
忙
し
く
な
る
と
子
ど
も
を
託
児
所
へ
預
け
る
こ
と
も
。
「
同
じ
よ
う

な
立
場
の
マ
マ
同
士
で
協
力
で
き
た
ら
、
子
ど
も
と
一
緒
に
い
な
が
ら
働
け
る

よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
？
」
と
考
え
、
２
０
１
５
年
１
月
に
子
連
れ
出
勤

Ｏ
Ｋ
な
オ
フ
ィ
ス
「
ウ
ィ
ズ
マ
ミ
ー
」
を
ス
タ
ー
ト
。
資
料
作
成
や
デ
ー
タ
入

力
、
翻
訳
、
個
人
事
業
主
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
や
メ
ー
ル
返
信
代
行
な
ど
を

請
け
負
い
ま
す
。
現
在
、
宇
都
宮
営
業
所
に
４
名
、
佐
野
営
業
所
に
２
名
の
子

育
て
中
の
女
性
が
働
い
て
い
ま
す
。
子
供
が
病
気
の
際
に
は
、
出
勤
・
退
社
の

時
間
を
自
由
に
変
更
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
周
囲
が
サ
ポ
ー
ト
。
子
ど
も
が

一
緒
で
も
、
ス
タ
ッ
フ
同
士
で
お
子
さ
ん
の
面
倒
を
交
代
す
る
こ
と
で
、
１
人

で
仕
事
を
し
て
い
る
時
よ
り
も
仕
事
に
余
裕
が
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

依
頼
先
の
顔
が
見
え
づ
ら
い
「
在
宅
ワ
ー
ク
」
と
違
っ
て
、
専
属
ス
タ
ッ
フ
が

オ
フ
ィ
ス
で
協
力
し
合
う
ス
タ
イ
ル
は
、
依
頼
者
か
ら
高
い
信
頼
を
得
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

2
0
1
5
年
10
月
に
は
、
県
内
の
子
育
て
情
報
シ
ェ
ア
サ
イ
ト
「
ゴ
ゴ

チ
！
」
を
ス
タ
ー
ト
！　
子
ど
も
と
一
緒
に
行
き
や
す
い
お
店
か
ら
子
育
て
支

援
団
体
の
情
報
ま
で
、
幅
広
い
情
報
を
発
信
・
シ
ェ
ア
す
る
こ
と
で
、
街
ぐ
る

み
の
子
育
て
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
ウ
ィ
ズ
マ
ミ
ー
の
小
さ
な
営
業
所
を
増
や
し
、
一
人
で
も
多
く
の
女

性
が
仕
事
と
子
育
て
を
両
立
で
き
る
場
所
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
願
う
大
場

さ
ん
。
大
場
さ
ん
の
夢
は
続
き
ま
す
。

　
『
こ
こ
か
ら
い
ふ
広
場
』
は
、
助
産
師
で
あ
る
上
田
美
和
さ
ん
が
、
自
身
の

出
産
経
験
か
ら
産
後
の
つ
ら
さ
を
実
感
し
、
「
産
後
マ
マ
の
不
安
を
和
ら
げ
る

手
助
け
を
し
た
い
・
親
子
で
安
心
し
て
自
由
に
過
ご
せ
る
場
所
を
作
り
た
い
」

と
い
う
思
い
か
ら
、
設
立
さ
れ
ま
し
た
。 

　

一
軒
家
を
改
装
し
て
会
員
制
の
サ
ロ
ン
と
し
て
開
放
し
、
１
回
に
つ
き

３
０
０
円
で
利
用
が
可
能
（
会
員
外
は
５
０
０
円
）
。
子
ど
も
を
キ
ッ
ズ
ス

ペ
ー
ス
で
遊
ば
せ
な
が
ら
、
上
田
さ
ん
や
看
護
師
な
ど
の
専
門
家
に
子
育
て
の

悩
み
を
相
談
で
き
ま
す
。
授
乳
相
談
「
お
っ
ぱ
い
の
会
」
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の

お
世
話
や
産
後
の
心
身
の
不
調
等
、
マ
マ
た
ち
の
不
安
や
悩
み
に
応
え
ま
す
。

産
後
ケ
ア
に
パ
パ
が
関
わ
る
重
要
性
を
学
ぶ
「
父
親
学
級
」
も
県
内
で
い
ち
早

く
開
催
し
ま
し
た
。
空
い
て
い
る
お
部
屋
は
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
貸
出

し
て
い
ま
す
。
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
／
リ
ト
ミ
ッ
ク
／
産
後
ヨ
ガ
／
再
就
職
の

こ
と
な
ど
、
様
々
な
親
子
向
け
講
座
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
他
に
も
、
広
場

に
登
録
の
講
師
に
よ
る
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
養
成
講
座
も
開
催
し
、
開
業
を
希

望
の
方
に
は
開
業
支
援
や
開
業
後
の
ア
ド
バ
イ
ス
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
各
講
座
後
に
ヘ
ル
ス
フ
ー
ド
マ
イ
ス
タ
ー
が
作
る
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
の
ラ
ン

チ
も
提
供
。
広
場
は
女
性
た
ち
の
「
働
く
場
」
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
学
び
た
い
・
働
き
た
い
マ
マ
は
も
ち
ろ
ん
、

子
供
か
ら
大
人
ま
で
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
方
が
集
え
る
場
所
に
し
て
い
き
た
い
と

語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

with MOMMY(ウィズマミー) ～子連れ出勤OKなオフィスで、仕事も子育ても！～

こころ・からだ・らいふを学ぶ ～子育て・共育の広場『ここからいふ広場』

▲託児スペース

▲宇都宮営業所
代表の大場香織さん（左端）と
スタッフのみなさん

▲両親学級の様子

▲代表の上田美和さん

サロンの利用や講座のスケジュールは
こちらから　http://cocokalife.com/

ウィズマミー
（http://with-mommy.com/）
ゴゴチ！ 
（http://gogochi.com/）
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男
女
共
同
参
画
社
会
を
目
指
し
て

　

男
女
共
同
参
画
基
本
法
が
制
定
さ
れ
て

十
五
年
が
経
過
し
た
今
、
女
性
が
働
く
こ
と

を
通
し
て
、
個
性
と
能
力
を
発
揮
し
活
躍
で

き
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
「
女
性
活
躍

推
進
法
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
制

定
は
、
未
だ
男
性
主
導
傾
向
に
あ
る
企
業
の

意
識
を
変
え
る
こ
と
に
大
き
な
役
割
を
果
た

す
も
の
で
す
。
こ
の
法
律
に
よ
り
、
男
女
の

働
き
方
が
抜
本
的
に
見
直
さ
れ
、
性
別
に
関

係
な
く
一
人
ひ
と
り
が
働
き
方
や
生
き
方
を

選
択
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
男
女
の
人
権
が

と
も
に
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　
人
々
は
誰
も
が
、
成
長
過
程
で
「
自
分
ら

し
さ
」
を
発
見
し
て
い
き
ま
す
。
固
定
的
な

男
性
ら
し
さ
や
女
性
ら
し
さ
に
と
ら
わ
れ

ず
、
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
ら
し
さ
を
大
切
に

で
き
る
社
会
が
、
子
ど
も
た
ち
の
社
会
に
お

い
て
も
形
成
さ
れ
る
こ
と
が
理
想
で
す
。
お

ま
ま
ご
と
や
ぬ
い
ぐ
る
み
が
好
き
な
男
児
、

野
球
が
好
き
で
日
焼
け
し
た
女
児
・
・
・
少

数
派
に
対
し
て
差
別
的
な
目
を
向
け
る
こ
と

な
く
、
多
様
な
生
き
方
や
、
人
と
は
違
っ
た

個
性
を
認
め
合
う
こ
と
が
で
き
る
社
会
こ
そ

が
、
皆
が
輝
け
る
社
会
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
こ
う
し
た
社
会
を
構
築
し
て
い
く
た
め

に
は
、
学
校
だ
け
で
な
く
、
家
庭
に
お
い
て

も
人
権
教
育
が
重
要
だ
と
思
う
の
で
す
。
あ

ら
ゆ
る
世
代
で
、
先
入
観
や
固
定
観
念
を
払

拭
し
、
自
分
ら
し
さ
を
追
求
で
き
る
よ
う
に

な
る
に
は
、
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
り
そ
う

で
す
が
、
一
人
ひ
と
り
が
法
律
の
理
念
や
制

定
の
背
景
に
注
目
し
、
足
も
と
を
し
っ
か
り

と
固
め
て
い
く
こ
と
が
、
真
の
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
の
た
め
に
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
う
し
た
中
、
相
談
ル
ー
ム
に
は
、
自
分

ら
し
く
あ
る
た
め
に
ど
う
い
う
生
き
方
を
選

択
し
た
ら
よ
い
か
迷
い
、
一
歩
踏
み
出
す
勇

気
を
持
て
ず
に
い
る
と
い
う
相
談
が
多
く
寄

せ
ら
れ
ま
す
。
相
談
者
が
自
ら
の
迷
い
や
不

安
に
気
付
い
て
整
理
し
、
当
ル
ー
ム
の
相
談

を
き
っ
か
け
に
、
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得

て
前
進
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

お
問
合
せ
　
※
い
ず
れ
も
祝
休
日
・
年
末
年
始
は
お
休
み
で
す

◆
女
性
の
た
め
の
一
般
相
談

　
　
電
話　
月
曜
日
〜
日
曜
日　
９
時
〜
16
時

　
　
面
接　
火
曜
日
〜
日
曜
日　
９
時
〜
16
時（
予
約
制
）

◆
配
偶
者
暴
力
相
談

　
　
電
話　
月
曜
日
〜
金
曜
日　
９
時
〜
20
時

　
　
　
　
　
土
曜
日
・
日
曜
日　
９
時
〜
16
時

　
　
面
接　
火
曜
日
〜
日
曜
日　
９
時
〜
16
時（
予
約
制
）

◆
女
性
の
た
め
の
健
康
相
談（
面
接
）

　
　
毎
月　
第
１
木
曜
日

　
　
　
　
　
16
時
30
分
〜
18
時
30
分（
予
約
制
）

　
　
☎
０
２
８–

６
６
５–

８
７
２
０

◆
男
性
の
た
め
の
電
話
相
談

　
　
毎
週　
月
曜
日
・
水
曜
日

　
　
　
　
　
17
時
30
分
～
19
時
30
分

　
　
☎
０
２
８–

６
６
５–

８
７
２
４

　
就
職
・
再
就
職
を
考
え
て
い
る
皆
さ
ん
。  

仕
事
に
つ
い
て
こ
ん
な
悩
み
を
持
っ
て
い
ま

せ
ん
か
。

　
「
働
き
た
い
け
ど
、
自
分
に
何
が
で
き
る

か
な
？
」｢

自
分
に
あ
う
仕
事
は
あ
る
の
？｣

「
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
っ
て
不
安
」｢

応
募
書
類

の
書
き
方
が
わ
か
ら
な
い｣｢

職
務
経
歴
書
っ

て
な
に
？
」
な
ど
様
々
な
悩
み
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
ま
ず
は
自
分
の
中
に
あ
る
不
安
や

疑
問
を
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
話
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
心
の
中
の
も
や
も
や
感
や
葛
藤
・

こ
れ
か
ら
起
こ
り
う
る
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
等
を

整
理
す
る
こ
と
も
出
来
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
就
職
相
談
窓
口
で
は
、
仕
事
選
び
か
ら
応

募
書
類
の
作
成
・
面
接
対
応
ま
で
、
仕
事
に

つ
い
て
の
悩
み
を
相
談
員
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。 

悩
ん
だ
ら
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
、

ま
ず
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ど
ん
な
仕
事
が
向
い
て
い
る
の

か
、
何
が
や
り
た
い
か
わ
か
ら
な
い
と
お
悩

み
の
際
に
は
、
ご
本
人
が
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ

て
行
う
„
適
職
診
断
＂
も
あ
り
ま
す
。
職
業

選
択
の
一
助
と
し
て
お
す
す
め
で
す
。
ご
自

分
の
興
味
・
能
力
・
価
値
観
な
ど
も
診
断
で

き
ま
す
。
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

  

と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の
就
職

相
談
は
、
雇
用
保
険
受
給
対
象
の
就
職
活
動

と
み
な
さ
れ
ま
す
。
該
当
と
な
る
方
は
、
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

 

〜　
福
祉
の
お
仕
事
に
興
味
の
あ
る
方
へ　
〜

毎
月
第
４
水
曜
日 

13
時 

〜 

16
時 

福
祉
の
お
仕
事
に
つ
い
て
専
門
の
相
談
員
が

就
職
活
動
等
に
つ
い
て
の
ご
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。

 

社
会
福
祉
法
人　
栃
木
県
社
会
福
祉
協
議
会

「
福
祉
の
お
仕
事
」
出
張
相
談

お
問
合
せ
　
※
い
ず
れ
も
祝
休
日
・
年
末
年
始
は
お
休
み
で
す

◆
電
話
相
談
・
面
接
相
談
（
予
約
優
先
）

　
毎
週
水
曜
日　
9
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
13
時
〜
16
時

　
☎
０
２
８—

６
６
５—

８
７
２
４

◆
予
約
専
用

　
火
曜
日
〜
土
曜
日　
９
時
〜
16
時

　
☎
０
２
８—

６
６
５—

８
３
２
３

　
〈
面
接
相
談
は
要
電
話
予
約
〉

 

就
職
相
談
窓
口
で
す女

性
の
相
談
員
が

相
談
を
お
受
け
し
ま
す

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
）
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配給：ミモザフィルムズ　　公式ウェブサイト：http://www.umareru.jp/

パルティの情報ライブラリーから

本 の 紹 介
パルティには約20,000冊の図書があり、
ホームページからも検索・予約できます。
ぜひご利用ください。　http://www.parti.jp/

愛を言い訳にする人たち
DV加害男性700人の告白

こわい目にあったアライグマくん

男が働かない、いいじゃないか！

山口　のり子【著】（梨の木舎）

マーガレット・ホームズ【作】（誠信書房）

田中　俊之【著】（講談社）

　加害者ってどんな人？なぜDVをするの？加害者は変わるの？　アウェアは14年間、加害男性への教育
プログラムを実施してきました。
　「あなたは自分には関係がないと思っていませんか？　DVをしている人は相手の人生を奪っていること
に気づいてほしい、されている人はDVを見抜き、あなた自身の生き方を取り戻してほしい。」という著者
の想いがこめられています。

　アライグマくんはある出来事を見てしまったために、家でも学校でも不安でイライラして乱暴になり、
生活がうまくいかなくなっていきます。どうすれば良いのか当人も周りも分からず困ってしまいます…。
　家庭内暴力、暴行、事故、自然災害などのショッキングな出来事を目撃し、二次被害を受けてその影響
に苦しむ子どものための絵本。

　雑誌・テレビ・ラジオ・ネットニュースのコメンテイターに出演多数の人気大学教員による、若手ビジネス
マンへの心安まるアドバイスの数々！　働き過ぎ、結婚難、など男性ゆえに抱える問題、生きづらさを解きほ
ぐす「男性学」。
　こんな視点から、多くの若者が抱える悩みや諦めに、ときに厳しく、ときに優しく、救いの手をさしのべます。
　これぞ新しいビジネスマンのバイブル！！

情報ライブラリー所蔵の映画や、女性監督作品、話題の映画などを紹介します。

　映画に登場する夫妻と5歳の息子。その父は、妻と前夫との間の子供
である息子との血のつながりがない親子関係に苦悩していた。 一方、
42年一緒に人生を歩んできた妻を大腸がんで亡くし、途方に暮れてい
る夫。 その悲しみは深く、遺影に向き合い、涙する日々。一人遺され
た夫は、どのようにして立ち直っていくのか? 
　そして、生まれつき18トリソミーという染色体の障害のある「虎
ちゃん」は、1歳まで生きられる可能性が、約10パーセントといわれ
てきた。いつ亡くなるか分からない小さないのちを前に、父と母は
日々悩みながらも、我が子の小さな成長に幸せを感じていた。そのよ
うな中、突然の危篤状態となり、両親も「幸せの終わり」を覚悟する
が・・・。
　命をめぐるドラマを題材にした、ドキュメンタリー映画『うまれ
る』シリーズの第２弾である本作は、血縁のない息子との関係に悩む

父親、愛する妻を亡くした夫とその子どもたち、重い障害を持って生
まれてきた息子を育てる夫婦ら3組の家族の姿を通し、家族の絆、命の
尊さ、幸せのあり方について考えていく。 
　監督は、前作に引き続き豪田トモ氏がメガホンを取り、暗くなりが
ちなストーリーを笑いあり、涙ありの優しさあふれるタッチで描く。
改めて、命や家族について見つめなおしたくなる心温まる作品。
（前作「うまれる。」はパルティのライブラリーで視聴できます。）

ずっと、いっしょ。 ドキュメンタリー映画／(ナレーション: 樹木希林) 
デジタル／カラー／123分／2014年

「映画『うまれる』シリーズHPより」

平成29年1月29日（日）13：00～
パルティホールにて上映会あり。
※上映会後、豪田トモ監督による講演会を予定しております。
前売券：1,300円程度
お問合わせ先　　今感事務局　imakanpj@gmail.com



14
講
座
案
内

後期講座のご案内
平成28年度

　起業、ボランティア活動、自治会、PTAなど「地域の様々な活

動に興味がある！参加したい！でも…」と躊躇している女性を対象に、気

軽に話し合える交流の場として、交流会を開催します。

　実際に活動している方のお話も伺えます。

　地域活動に一歩踏み出すきっかけとして、ぜひご参加ください。

●開催時期：12月20日（火）／12月21日（水）

●開催場所：県南（小山市）／県北（那須塩原市）

●対　　象：地域活動に興味のある女性　

●定　　員：先着20名程度

●参 加 費：無料（飲み物代等、実費を頂く場合もあります）

　　　　　　[要事前申込]

※詳細は後日HPに掲載しますので、そちらをご覧ください。

とちぎ女性地域交流会

　DVは、犯罪となる行為をも含む重大な人権侵害で決し
て許される行為ではありません。しかし、その問題に対する社会的認
識は未だ誤解や偏見が多く含まれています。
　女性も男性も、加害者にも被害者にもならないためには、多くの人
がDVを身近な問題として考えることが必要です。DVに対する正しい
理解のために、下記のセミナーを開催します。
●開催日時：11/12（土）　13：30〜15：00
●対　　象：�どなたでも
●定　　員：150名（申込先着順）※定員になり次第締切
●受 講 料：無料
※‌�11月12日〜25日は「女性に対する暴力をなくす運動」週間です。
※この講座は満６ヶ月から未就学児までの保育が可能です。
※詳細は後日HPに掲載しますので、そちらをご覧ください。

女性への暴力を考える講演会
　同じ悩みを持つ人に“会いたい”“聞きたい”“話したい”とい

う方たちの集まりです。

●開催日・テーマ

　①９/17（土）　不妊に悩む女性

　②９/24（土）　不妊に悩むカップル

　③10/20（木）　治療をやめた女性とやめようか悩んでいる女性

　④11/17（木）　二人目以降の不妊に悩む女性

　⑤12/17（土）　流産に悩む女性

　⑥１/19（木）　不妊に悩む女性

　⑦２/18（土）　治療をやめた女性とやめようか悩んでいる女性

　⑧３/４（土）　不妊に悩むカップル

進行：②は、NPO法人Fine。その他は、不妊専門相談センター相談員

　①②③⑤⑥⑦⑧は13：30～15：30

　④は10：00～12：00

●対　　象：�不妊・流産に関連した悩みを持つ女性（②と⑧はカッ

プル対象）

●定　　員：10名程度

●受 講 料：無料

●申込締切：各開催日前日

不妊専門相談センター「おしゃべりサロン」

　企業や業種を越えた女性社員ネットワークづくりの場とし
て、キャリアアップ支援講座受講者の発表会及び交流会を開催します。
　より幅広い女性社員のネットワークづくりのため、ぜひご参加ください。
●開催日時：10/14（金）　13：30～16：30
●対　　象：働く女性、企業経営者、人事・総務部門社員
●入 場 料：無料　[要事前申込]　

女性のキャリアアップ支援講座
発表会・交流会

　化粧が私たちにもたらしてくれる効果が、改めて見直
されています。日々のくらしをより明るく元気に過ごすために、
メイクアップ健康法とスキンケアについて学んでみませんか？
●開催日時・テーマ・講師
　２/４（土）　13：30〜15：30
　メイクアップ健康法とスキンケア
　　〜心身ともに充実した日々のために〜
　株式会社シーボン取締役兼執行役員、
　武蔵野大学薬学部薬学科客員教授　三上　直子
●対　　象：どなたでも
●定　　員：150名　　　●受 講 料：無料
●申込締切：２/３（金）　●保育締切：１/20（金）
●主　　催：株式会社シーボン、栃木県とちぎ男女共同参画センター
※この講座は満６ヶ月から未就学児までの保育が可能です。

生涯を通じた女性の健康を考える講座

８月３日（水）9：00〜　受付中

お申込み・お問合わせは…
電話・FAX・ホームページ、または直接ご来館にて。
ホームページ　http://www.parti.jp/

P14
の講座

県とちぎ男女共同参画センター
TEL 028-665-8323
FAX 028-665-8325

P15
の講座

（公財）とちぎ男女共同参画財団
TEL 028-665-7706
FAX 028-665-7722
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　わかりやすく、たのしく、あたたかい！　気持ちスッキリ伝える
レッスン
●開催日・講師
　①１/14（土）　②１/15（日）
　NPO法人TEENSPOST代表　思春期・家族カウンセラー　八卷　香織
●時　　間：10：00〜16：00
●対　　象：２日間とも受講可能な方（家族・親しい方同士での参加は不可）
●定　　員：30名　　
●受 講 料：4,000円（別途教材費1,620円）
●申込締切：12/８（木）
※�アサーティブとは、自分と相手とお互いの権利を尊重し、シンプルに
誠実に伝えあうことで、対等なコミュニケーションをつくる自己信頼
に基づく自己表現です。

　ＤＶやパワハラ、セクハラなどの経験によるこころの傷つきについて考
え学んでいく講座です。
●開催日・内容・講師 ※①〜④は前期実施
　⑤８/25（木）トラウマに対応するツール　　⑥９/29（木）傷つきによる喪失とグリーフ　
　⑦10/27（木）境界線　　⑧11/24（木）コミュニケーション
　⑨12/８（木）パートナーシップ　　⑩１/12（木）Ｂさん（加害者）とは
　⑪１/26（木）育った環境・子どもへの暴力の影響　　⑫２/９（木）自尊心
※書き込み式のプリントの質問に答えていくことで、自分のこころを整理してい
きます。自己開示の必要はありません。
認定NPO法人ウイメンズハウスとちぎ　カウンセラー　藤平　裕子
●時　　間：10：00〜12：00　
●対　　象：‌�女性（暴力経験の有無を問いません。当事者の家族や支援者の女性もどうぞ）
●定　　員：15名　●受 講 料：各回500円
●申込締切：各回先着順　●保育申込締切：各回３週間前まで

家族関係がぎくしゃくするとき、相手は変えられなくても、自分から
できることがいろいろあります。
●開催日・テーマ・内容（座学とワークショップ）・講師
　①９/ ９（金）　家族の中のMaking Peace
　キレない、タメない、コモらない　家族ケア講座〜女性と子ども問題の視点から
　②９/10（土）　私の中のMaking Peace
　オレない、ヘタらない、ツブれない　こころの手あて講座
　NPO法人TEENSPOST代表　思春期・家族カウンセラー　八卷　香織
●時　　間：10：00〜16：00
●対　　象：‌�20歳以上、どなたでも（ご家族や親しい方同士での参加はご遠慮ください）
●定　　員：20名
●受 講 料：2,000円（別途教材費　1,400円）
●申込締切：８/ ９（火）

　自分も相手も認める「勇気づけ」で、対人関係がラクになる！
　元気に働くコツを学びます。
●開催日・テーマ・講師
　①１/21（土）　　②１/28（土）
　１．�起きてしまったことの原因追究ではなく、未来へ目を向ける「目的論」で問

題を解決しよう。
　２．�信頼を築くコミュニケーションの心構え、「聴く」・「話す」スキルを身につ

けよう。
　３．�「イライラや怒りなどの感情」をコントロールする。ありのままの自分を認

め、前向きに物事をとらえるには？
　４．自分の考え方や物事のとらえ方や、「自分の癖」から自由になろう。
　５．まず、自分の心に優しい言葉をかけてみよう。
　６．勇気づけで自信がつく！幸せ感アップ！
　アドラー心理学　勇気づけリーダー 産業カウンセラー　北村　優子
●時　　間：10：00〜15：00　●対　　象：２回とも受講可能な女性
●定　　員：25名　●受 講 料：4,000円
●申込締切：12/13（火）

　プレゼンで大活躍！基礎から学ぶパワーポイント実践講座です。
●開催日・講師・内容
　①10/１（土）　②10/８（土）　パソコンインストラクター
　‌�パワーポイントの基礎から学ぶ。
　アニメーション機能などの特殊効果を使い、動きのあるページを作る。
●時　　間：10：00〜15：00　
●対　　象：ワードの基本操作ができる方（パワーポイント未経験者可）
●定　　員：25名　　●受 講 料：5,000円（別途教材費）
●申込締切：９/９（金）

　エクセルを今よりもっと使いこなして、キャリアアップ！
●開催日・講師・内容
　①11/５（土）　②11/12（土）　パソコンインストラクター
　‌�関数の利用、データベース基礎、二軸のグラフなど。
●時　　間：10：00〜15：00　
●対　　象：�エクセルで四則演算、SUM関数、簡単な表やグラフ作成を日常

的に使用している。
●定　　員：20名　　●受 講 料：5,000円（別途教材費）
●申込締切：10/５（金）

仕事と子育てを両立しながら働くための再就職術について学びま
しょう！
●開催日・テーマ・講師
①11/４（金）　働くためのウォーミングアップ！
　　　　　　　　～キャリアプランや適職を考える～
　　　　　　　　彩ライフデザイン研究所代表　川鍋　節子
②11/11（金）　知りたい！子育てと仕事の両立
　　　　　　　　～マザーズコーナーの再就職事例を紹介～
　　　　　　　　ハローワーク宇都宮駅前プラザマザーズコーナー　藤浦　智子
●時　　間：10：00～12：00
●対　　象：�子育て中で再就職を考えている女性
●定　　員：20名　●受講料：500円
●申込締切：10/６（木）
※〈後援〉ハローワーク宇都宮

　身近な食材で手軽な料理、舌つづみと共に気軽な語らいを。料理の
楽しさを体験してみませんか！
●開催日・内容・講師
　①10/15（土）　菜食健美のやさしい弁当　　料理研究家　臼居　芳美
　②11/５（土）　脳卒中予防のための減塩料理
　　　　　　　　宇都宮文星短期大学栄養士ユニット　福田　志津可
　③11/12（土）　ひと味ちがうカジュアル中華　　料理研究家　矢口　英子
　④11/26（土）　知識を学べる日本料理　　割烹明治屋　稲葉　敏明
　⑤12/10（土）　師走は手打そば　　いろりの会　横松　精二
●時　　間：10：00〜14：00　
●対　　象：男性　
●定　　員：25名
●受 講 料：3,000円（別途材料費3,000円　※全５回分）
●申込締切：９/15（木）

アサーティブ・トレーニング講座（全２回） 女性のための　こころのケア講座（全12回）

家族ケア講座
〜私からはじめる こころの手あて（全２日）

パルティキャリア塾
仕事に生かす！アドラー心理学　〜勇気づけセミナー（全２回）

パソコン講座～パワーポイント～(全２回)パソコン講座～エクセル活用～(全２回)

ママのための再就活セミナー
不安をやる気に変えよう！（全２回）

男の生活工房～作って食べて暖話して～（全５回）

※‌�上記は講座内容の抜粋です。詳しい講座内容については、パルティ・公共機関で配布している「講座案内（A3サイズ）」や各講座チラシでご確認くだ
さい。（ホームページでもご覧になれます）
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開 館 時 間／9：00〜21：00（日曜日は17：00まで）
休 　 館 　 日／毎週月曜日
	 国民の祝日
	 12月29日〜1月3日
施設のご利用／会議・イベント等にご利用ください（有料）
利用お申込み／窓口受付時間9：00〜17：00
	 ホームページで各研修室等の予約状況をご覧いただけます。
	 （閲覧のみ）

情報誌のご意見・ご感想をお寄せください。
編 集 ・ 発 行／公益財団法人とちぎ男女共同参画財団
　　　　　　　〒320-0071　宇都宮市野沢町４番地１
	 TEL.028-665-7700㈹　FAX.028-665-7722
　　　　　　　※おかけ間違いのないよう、お願いします
U 　 R 　 L／http://www.parti.jp/
表 紙 作 者／よしこS

さ ん

UN
印　　　　刷／株式会社井上総合印刷

インフォメーション

「佐野市男女共同参画都市宣言
記念式典及び講演会」

「真岡市
男女共同参画社会づくり講演会」

〜息子3人、局アナパパの子育て奮闘記〜

「働き方の「カイゼン」でノー残業」
〜仕事と生活の調和のすすめ〜

「真岡市
男女共同参画社会づくり公開講座」

「イクボスの力が組織を変える、企業を伸ばす」
  ～男女のポテンシャルを最大限に活かそう～

楽しいイベントもりだくさん！
フェスタ in パルティ2016
11月19日（土）10：00〜15：30
今年のテーマは

「かえる、ささえる、つながる　〜みんなの笑顔へ〜」。
女性の活躍推進や男性の地域・家庭への参画をすすめる企
画が出展されます。グループや団体による発表、楽しい
ワークショップ・展示・体験、販売などが行われます。ご
家族・お友達をお誘いあわせのうえ、ぜひお越しください。
(入場無料・申込不要)

●日　　時　平成28年12月10日（土）
　　　　　　13：00〜15：30(開場　12：30)
●主　　催　佐野市、男女共同参画ネットワークさの　
●会　　場　佐野市文化会館大ホール
●講　　師　立教大学教授 萩原 なつ子　落語家 古今亭菊千代
●対　象　者　どなたでも
●参　加　費　無料
●お問合わせ　佐野市　市民生活部　人権・男女共同参画課
　TEL／FAX　0283−27−2354／0283−21−2774

※託児有（要予約）手話通訳有

●日　時　平成28年9月15日(木)
　　　　　18：00〜19：30(開場17：30)
●主　催　日光市
●共　催　日光商工会議所
●後　援　栃木労働局　
　　　　　公益財団法人栃木県経済同友会　
　　　　　‌�NPO法人日光女性の起業を応援

サポートSUNRISE
●会　場　中央公民館
　　　　　中ホール
●講　師　渥美　由喜
●対象者　市民100名程度
●参加費　無料
●お問合わせ　日光市　人権・男女共同参画課
　　　　　TEL　0288−21−5148
　　　　　FAX　0288−21−5105
※託児有　9月2日（金）まで受付

●日　時　平成28年12月20日(火)
　　　　　19：00〜20：30(開場18：30)
●主　催　真岡市教育委員会　生涯学習課
●会　場　真岡市民会館小ホール
●講　師　工藤　敬子（ワークライフバランス

コンサルタント）

●対象者　一般市民
●参加費　無料
●お問合わせ　真岡市教育委員会　生涯学習課
　　　　　TEL　0285−82−7151
　　　　　FAX　0285−83−4070

●日　時　平成28年11月４日(金)
　　　　　18：30〜20：30(開場18：00)
●主　催　‌�真岡市　真岡市ＰＴＡ連絡

協議会　真岡市子ども会育
成会連絡協議会

●会　場　真岡市民会館大ホール
●講　師　アナウンサー
●対象者　一般市民
●参加費　無料
●お問合わせ　真岡市教育委員会　生涯学習課
　　　　　TEL　0285−82−7151
　　　　　FAX　0285−83−4070

▲親子で楽しめるコーナー

◀男女共同参画
　の発表


